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議会改革の第２ステージは 
議会として今までの改革を踏まえ成果を出す段階ですが…

•議会は与えられた権限を十分行使していない。本来の力を出していない。 

•日本の議会は受け身過ぎで、行政とのバランスが良くなく、十分機能していないと思われる。 

•議員は議会の一人の構成員としての意識が低い。 

•議会の集約した意見を十分重んじていない議員が多すぎる。



簡単に言えば、議会の役割は市民に役立つことです。それをするには議会がもっと積極的、与えられた権
限を 最大限に行使しないといけません。権限の限り機能した機関になるためには、次の3点が不可欠と考
えます。それは、議員間討議推進と活用、議会の政策立案と提言力向上、市民参加です。

• 「議員間討議」 
議員同士が議論しないと、議会として物事を決められない。 

• 「議会の政策立案及び制作提言の力」 
議員同士の話は提案等につながらないと、 
ただのトークショーになってしまう。 

•「市民参加」 
議員間討議において議会の提案は、より市民の希望を反映、 
よりニーズに合うように、市民の意見を吸い上げる場を増やし、 
市民からいただいた意見を議員間討議に反映する。 

市民に役立つ、権限の限りで機能した議会への３点

議会基本条例は平成23年10月に制定されました。 

条例に「議員間討議」という言葉を10回ほど出ています。 

しかしどこも行っていないので２つ提案しました。 

• 定例会会期中の一般質問や本会議の議案質疑について議
員が討議が行うため全員協議会を開始すること 

• 常任委員会にて議員間討議の時間を設けること

議員間討議促進



答弁が納得できない一般質問を活かすこと。  
議員間討議で意見を集約し、提案へとつなげます。  
*議員間討議しなければ、市民へのこの効果は得られなかった。

議員間討議の促進の取り組み 
全員協議会の議員間討議から申し入れへ 



大きな改革は小さなことで始まる 
委員長：議案に対する質疑が終わりました。 
これから議案に対する議員間討議を行います。

議員間討議の促進の取り組み 
 委員会の議員間討議の活用 

委員会の議員間討議を導入したことにより、付
帯決議、委員長報告等で意思表示、政策提言す
る機会がはるかに多く なった。  
議員間討議において常任委員会の委員 の集約し
た意見を委員長報告を通じ訴えた(右)  

*犬山市議会としてこのような委 員長報告は初め
て。結果、コミュニティバスは3台増車された。  



議員間討議における委員会の意見への行政の対応

議員間討議をしていなかったら、市民へのこの効果は得られなかった

フリースピーチ制度
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「市民参加」の機会と  
形を増やし意見聴取 

各課題に対する 
 「議員間での討議」 

意見集約など  
「議会として提言」 

犬山市議会の取り組み (プロセス)

市民フリースピーチ  
女性議会  
オープンドアポリシー  
市民との意見交換会  
親子議場見学会 など 

全員協議会  
(全議員で協議) 

・決議 
・付帯決議  
・申し入れなど 



市民フリースピーチ制度 

内容： 
• 定例会開催期間に、市民が議場で議員に対し、 
   市政に関して 「5分間」自由に発言ができる。 

• 市民からの意見は、全員協議会で議員間討議を行い、 
   申し入れなどのアクションをとる。  

• 協議結果は文書やホームページで公開。  

民主主義において、市民を代表する議員全員に意見を言う権利があるのは当たり前のはずです。 
それでその場所を設けるのは議会の義務と考えられます。



市民フリースピーチ制度 

＊フリースピーチの傍聴席は満席 
＊フリースピーチを協議する全員協議会も
傍聴者あり 

特徴  
・完全な議会の行事  
・誰でも参加しやすい時間帯 
・年齢制限なし  
• 議場で議員から発言に対する質疑をしてもよい  
主な効果 
• 市民の直接参加により、市政に関心を高める 
• 議会や議場に親しむ 
• 議会活動を、より市政に市民の意見を反映させる

中日新聞2018年9月7日



2018年の10月のガバナンス
2018年10月26日の自治日報
は今日の資料に又は

www.bianchi-inuyama.com でご覧ください





2018年の2月のガバナンス
2019年6月21日の自治日報
は今日の資料に又は

www.bianchi-inuyama.com でご覧ください


